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訳
者
の
言
葉

　

私
の
出
身
地
は
大
分
県
宇
佐
市
で
、
名
古
屋
大
学
土
木
工
学
科
、
同
大
学
院
に
て
、
水
工
学
を
専
攻
し
、
河
川
の
蛇
行
研
究

で
修
士
号
を
取
得
後
、
一
九
七
一
年
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
州
立
ア
イ
オ
ワ
大
学
博
士
課
程
に
入
学
し
、
そ
こ
で
多
く
の
こ
と
を

学
び
博
士
の
学
位
を
取
得
し
ま
し
た
。
そ
の
後
引
き
続
き
、
ア
イ
オ
ワ
大
学
水
理
学
研
究
所
で
、
水
工
学
、
河
川
工
学
、
土
砂

輸
送
、
水
理
構
造
物
、
原
子
力
発
電
冷
却
系
統
等
の
研
究
を
続
け
、
二
〇
〇
二
年
に
は
ア
イ
オ
ワ
州
の
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ィ
ー
河
沿

い
に
河
川
環
境
研
究
所
の
設
立
に
加
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ィ
ー
河
と
そ
の
支
川
に
生
息
す

る
絶
滅
の
危
機
に
瀕
す
る
ヒ
ギ
ン
ズ
ア
イ
貝
に
つ
い
て
生
物
学
の
専
門
家
と
と
も
に
連
邦
政
府
水
産
試
験
所
で
育
成
さ
れ
た
幼

年
貝
を
良
い
環
境
の
場
所
に
放
流
し
、
増
殖
に
力
を
注
ぐ
な
ど
、
多
く
の
重
要
な
研
究
成
果
を
得
ま
し
た
。
私
は
、
二
〇
〇
八

年
に
三
十
年
余
ア
イ
オ
ワ
大
学
水
理
学
研
究
所
で
の
勤
務
を
終
え
退
官
し
ま
し
た
。

　

退
官
後
は
、
も
っ
ぱ
ら
竜
巻
被
害
地
の
瓦
礫
片
付
け
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
パ
ー
カ
ス
バ
ー
グ
（
二
〇
〇
八
年
ア
イ
オ

ワ
州
）、
フ
ィ
ル
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
（
二
〇
一
一
年
ア
ラ
バ
マ
州
）、
ジ
ョ
プ
リ
ン
（
二
〇
一
一
年
ミ
ズ
リ
ー
州
、 

二
度
訪
問
）、
メ
ァ

リ
ー
ヴ
ィ
ル
（
二
〇
一
二
年
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
）、
ム
ー
ア
（
二
〇
一
三
年
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
）
に
て
各
州
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
と
も
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
本
の
編
集
責
任
者
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
水
理
学
研
究
所
長
（
所
長
歴
：
一
九
六
六 

―
一
九
九
一
）
は
、

私
の
大
学
院
時
代
の
指
導
教
授
で
あ
り
、
私
が
研
究
者
と
な
っ
て
以
来
、
多
く
の
共
同
研
究
を
一
緒
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

彼
は
、
ア
ル
バ
ー
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
長
男
、
ハ
ン
ス
・
ア
ル
バ
ー
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
友
人
で
あ
っ
た
こ
と
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か
ら
、
ハ
ン
ス
・
ア
ル
バ
ー
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
夫
人
で
あ
る
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ロ
ボ
ズ
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
要
請
で
、

彼
女
が
執
筆
し
た
『
ハ
ン
ス
・
ア
ル
バ
ー
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
生
涯
と
二
人
の
生
活
』
と
題
す
る
回
想
録
の
編
集
に
携

わ
り
ま
し
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
所
長
は
、
五
十
七
歳
の
若
さ
で
癌
で
亡
く
な
る
直
前
に
こ
の
本
を
出
版
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ケ
ネ
デ
ィ
所
長
は
日
本
に
多
く
の
知
己
を
得
、
度
々
日
本
を
訪
問
し
ま
し
た
。
日
本
の
文
化
を
こ
よ
な
く
愛
し
日
本
の
水
工
学

の
水
準
の
高
さ
を
評
価
し
、
亡
く
な
っ
た
年
の
二
月
に
も
ケ
ネ
デ
ィ
所
長
が
ア
イ
オ
ワ
大
学
水
理
学
研
究
所
の
ヤ
コ
ブ
・
オ
ド

ガ
ー
ド
博
士
と
共
同
で
考
案
し
た
河
川
の
ベ
ー
ン
工
等
、
河
川
構
造
物
に
つ
い
て
、
日
本
各
地
で
現
地
指
導
を
し
、
ま
た
特
別

講
演
等
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

ハ
ン
ス
・
ア
ル
バ
ー
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
、
河
川
の
流
砂
に
関
す
る
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
私
は
学
生
時
代
に

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
河
川
に
お
け
る
掃
流
砂
量
式
の
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
ケ
ネ
デ
ィ
教
授
が
編
集
責
任
者
で
あ
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
ハ
ン
ス
・
ア
ル
バ
ー
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
生
涯
に
つ
い
て
夫
人
が
書
か
れ
た
回
想
録
を
、
私
は
日

本
に
紹
介
し
た
い
と
常
々
思
っ
て
い
ま
し
た
。
四
十
年
以
上
も
の
間
、
手
紙
以
外
日
本
語
で
正
式
な
文
章
を
書
い
て
い
な
か
っ

た
関
係
も
あ
り
、
大
変
迷
い
、
こ
の
思
い
を
友
人
で
あ
る
中
央
大
学
研
究
開
発
機
構
の
福
岡
捷し

ょ
う
じ二

教
授
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
私

と
一
緒
に
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
本
を
日
本
語
に
翻
訳
を
す
る
こ
と
を
快
く
引
き
受
け
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
は
、
私
が
ア
イ
オ

ワ
大
学
に
行
く
数
か
月
前
に
ア
イ
オ
ワ
大
学
水
理
学
研
究
所
で
博
士
号
を
取
得
し
、
現
在
、
中
央
大
学
で
河
川
の
研
究
を
続
け

て
い
ま
す
。
彼
は
、
ハ
ン
ス
・
ア
ル
バ
ー
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
同
じ
分
野
の
研
究
を
し
て
お
り
、
河
川
の
水
理
と
河
道

設
計
に
関
す
る
世
界
的
リ
ー
ダ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ほ
ぼ
二
年
に
及
ぶ
二
人
三
脚
で
の
努
力
が
実
り
、
よ
う
や
く
翻
訳
本
の
出
版
に
漕
ぎ
着
け
ま
し
た
。
個
人
の
名
前
を
控
え
ま

す
が
、
本
書
に
出
て
く
る
多
く
の
東
欧
そ
し
て
西
欧
の
地
名
、
人
名
の
日
本
語
訳
に
関
し
て
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
教
え
を
頂

き
ま
し
た
。
ま
た
、
出
版
許
可
や
写
真
の
提
供
な
ど
ア
イ
オ
ワ
大
学
水
理
学
研
究
所
な
ら
び
に
職
員
の
方
に
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
私
ど
も
二
人
の
共
訳
者
は
、
故
ケ
ネ
デ
ィ
所
長
か
ら
教
育
並
び
に
研
究
の
す
ば
ら
し
さ
を
教
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
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翻
訳
書
を
故
ケ
ネ
デ
ィ
所
長
に
捧
げ
、
心
か
ら
の
お
礼
と
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
技
報
堂
出
版
の
石
井
洋
平
氏
に
は
出
版
に
あ
た
っ
て
大
変
な
ご
尽
力
を
頂
き
ま
し
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

　
　

二
〇
一
五
年
五
月
末
日
。

中
藤 

達
昭　


